
2023年実績で目標達成できていないため、1年間延長となった。

2024年実績で新城工場、御津工場は目標達成できたが、本社工場が目標達成できなかったため、

全体の目標達成もできない結果となった。

新たに2024年実績に対して、2027年末までに20％削減の目標を設定した。

３R（リサイクル、リユース、リデュース）の徹底をし、改善を進めていく必要がある。

一般ｺﾞﾐ（混合物）

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ（紙くず）

燃料化

原料化

2024年実績 134,980kg

107,966kg目標数値（2023年末までに）

2020年実績 539,830kg

2023年実績 157,240kg
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２．廃棄物の削減

【2024年実績集計及び目標数値】

研磨ｶｽ（汚泥）

廃油水 燃料化

原料化

廃砥石（陶磁器）

産廃ﾎﾞｯｸｽ（混合物）

埋立のため対象とする。→1部原料化へ

処理業者引取り後、分別処理、埋立される物も含まれるため対象とする。

廃ﾌﾟﾗ

木くず

原料化

燃料化

目標数値（2027年末までに） 107,984kg



【本社工場】

産廃ﾎﾞｯｸｽ（混合物）の分別ができておらず、改善が進んでいない。

対策が必要。



【新城工場】

既に目標達成している。

さらなる改善として、廃油水の削減を進めている。



【御津工場】

1年間延長により、目標数値達成した。

産廃ﾎﾞｯｸｽ（混合物）の分別が進んでいる。


